業績【必須】（専門医認定証の有効期間内に発表したものを記載すること）
　※論文および著書、学会・研究会発表の合計は3つ以上とする。
　※論文は腎移植に関するものに限定する。ただし、自家腎移植は業績として認めない。
（例：論文3＋発表0、論文１＋発表2、論文2＋発表1、ただし、論文0＋発表3の場合、発表は
1回以上筆頭者とする）
　※業績提出の際、それを証明するもの（論文の1頁目，または抄録）のコピーを添付すること。
※業績は腎移植に関連するものに限定する。論文についてはタイトルから腎移植に関連していることが分かりかねる場合には、論文のコピーを必ず添付すること。また自身の名前が掲載されていることが分かるように記載すること。
※65歳以上の専門医は提出を免除する。また、記載する業績は必ず腎移植に関するものとし、
自身の名前が掲載されていることが分かるように（氏名に下線を引く等）記載すること。

（１）論文
















（２）著書










３）学会発表







































業績の書き方（例）

Ⅰ．論文
1． Aikawa A,Arai K,Kawamura T,Sugiyama K,Muramatsu M,Itabashi Y,Ohara T,
Motoyama O,Hasegawa A.:First related kidney transplantation results in
excellent outcomes for small children.Transplant Proc.37(7):2947-2950,2005.
2． 相川　厚：血液型不適合腎移植への思い入れ．腎と透析59:913-914,2005
３． 二瓶大、宍戸清一郎、河村毅、米倉尚志、青木裕次郎、高須二郎、中野浩之、酒井謙、水入苑生、
相川厚：術前のTcellクロスマッチ陽性を示したABO血液型不適合二次生体体腎移植の1例．
腎移植症例集2010,42-45


Ⅱ．著書
1． Aikawa A,Ohara T,Hadano T,Kawamura T,Sugiyama K,Muramatsu M,Itabashi Y,
Kawada N,Kanai T,Hasegawa A:12.Clinical outcome and accommodation in ABO
Incompatible kidney transplantation.Clinical Transplants 2004,pp.135-142,Cecka JM,Terasaki Pl eds.UCLA immunogenetics center,Los Angels,2005
2． 相川　厚、山下果生子、新井兼司、波多野智己、河村　毅、村松真樹、板橋淑裕、
金井哲夫、川田典子、小原武博、長谷川昭：ＡＢＯ血液型不適合腎移植の新戦略-2005,
p.56-591,編集　高橋公太、田中紘一,日本医学館,東京,2005



Ⅲ．学会発表
1． 相川　厚、新井兼司、田島英治、河村　毅、杉山　健、村松真樹、板橋淑裕、
平山順朗、小原武博、長谷川昭：シンポジウム、S4-4　東邦大学における腎移植手術
手技．第93回日本泌尿器科学会総会，東京，2005,4
2． Aikawa A,Arai K,Tajima E,Sugiyama K,Kawamura T,Muramatsu M,Itabashi Y,
Sakai K,Mizuiri S,Hirayama N,Ohara T,Hasegawa A:Comparative study of living-
Donor kidney transplantation between ABO incompatible and compatible matching.American Transplant Congress 2005,Seattle,USA,2005,5


※業績提出の際、それを証明するもの（論文の1頁目，または抄録）のコピーを添付すること。
※業績は腎移植に関連するものに限定する。論文についてはタイトルから腎移植に関連していることが分かりかねる場合には、論文のコピーを必ず添付すること。また自身の名前が掲載されていることが分かるように記載すること。
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